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第２学年　　　道徳指導案
平成２３年１０月２７日（木）第４時限
	主題名（資料名）
	美しい母の顔
	内容項目
	４-(6)　家族愛

	資　料　名
	美しい母の顔

	出　　　典
	愛知県小中学校長会編「明るい人生」１年

	１
主
題
設
定
の
理
由

	(1) ねらいとする価値について
自分が今あるのは，父母の存在があり，そのかけがえのない子供として深い愛情のもとに育てられたからである。そうした点を自覚させることによって，何よりも深い愛情をもって育てられてきた自分であることに気づかせ，父母に対する敬愛の念を深めさせたい。
(2) 生徒の実態について
自我意識の確立期にある中学生は，家庭生活の意義や，その重要性については認識している。しかし，今までの生活に疑問を抱き，父母の忠告やしつけが，あたかも自分のすべてを否定してしまうかのように思い，反抗的な態度をとりがちである。
そこで，家族の一員としての立場を自覚し，家族相互の真の結び付きに対する認識を深め，明るい家庭を築こうとする気持ちを高めさせたい。

	２
ね
ら
い
	父母に対する敬愛の念をもって，家族の一員としての自覚を深め，明るい家庭を築こうとする気持ちを高める。

	３
資
料
に
つ
い
て
	(1) 資料についての解釈
母の顔のやけどが気になる「わたし」は，ある日宿題を家に忘れてきた。宿題を持って廊下に立っている母をどなりつけ，後ろも振り向かずに教室に駆け込んでしまった。その晩，父から母のやけどの真実を知らされ，息もできないほどの衝撃を受ける。そして，母のひざに飛びつき，泣きじゃくるばかりだった。
「わたし」の心情の変化を通して，家族のきずなの深さについて考えるのに適した資料である。 

(2) 資料の取り扱い
「わたし」の心を激しく揺さぶったものを追求し，ねらいに迫るようにする。
第１の着眼点は，母のやけどを気にして素直になれない「わたし」の心情である。第２は，母のやけどの真実を知った「わたし」の心情の変化である。
自分が知らず知らずのうちに受けている親の深い愛情に感謝しようとする心を考えさせる。

	
	· 関連　小６「おばあちゃんのさがしもの」「真っ赤な自転車」　２年「母の反撃」


	４
　　展
　開
　例
	
	学習活動・主な発問と予想される生徒の発言
	指導上の留意点

	
	導
入
	１　家族のイメージについて発表する。
①　「家族」という言葉からどんなことを連想しますか。
○　明るく楽しい。
○　けんかもするが，思いやりがある。

	○　事前に「家族」についてのコメントを書かせておくとよい。

	
	展
開
	２　本資料を読んで話し合う。
①　心に残ったことを発表してください。
○　「心の負担になるから」と，父母が真実を隠し通そうとしていたこと。
○　母のひざに飛びつき，泣きじゃくる「わたし」のこと。
○　「母の顔にあるやけどは，わたしの誇り」と思う「わたし」のこと。
②　宿題を届けてくれた母に素直に「ありがとう」が言えないのはなぜですか。
○　友達に何か言われないかな。
○　「学校に来ないでね。」って言ってあったのに。
○　友達に母の顔を見られたくない。
❸　母の顔のやけどの真実を知ったとき，「わたし」はどんな気持ちになったでしょう。
○　わたしのことを考えて，今まで黙っていたんだ。
○　今までのことごめんなさい。
○　顔の美しさは，なにも外見だけではない。
④　「わたし」にかけてあげたい言葉はありませんか。
○　これからはお母さんといっしょに歩けるね。
○　すてきなお母さんだね。
３　生活を振り返って，現在の自己を見つめる。
①　家族や父母に接する自分について，あらためて気づいたことはありませんか。
○　今まで家族に甘えていたな。
○　病気のときに看病してくれてありがとう。
	○　読後の余韻を大切にするとともに，さまざまな角度から印象に残っているところを発表する。
○　母に感謝の言葉どころかうらみごとを言ってしまった「わたし」に，自分を重ねて語らせる。
○　真実を知ることによって心を揺さぶられた「わたし」が気がついたものを追求し，ねらいに迫る。
○　言葉を考えることで，「わたし」に深く共感させる。
○　自分の体験をできるだけ交えて，家族への感謝の気持ちを見つめさせる。

	
	終末
	４　父母の深い愛情が感じられるような詩の朗読を聞く。
	○　さりげないが，深い愛情が感じ取れる詩を選ぶ。


実　　践　　資　　料

全校道徳授業　２年

○　日時　平成２３年１０月２７日（木）４限

○　項目　４（６）家族愛
○　資料　美しい母の顔　　＜明るい人生１＞
＜授業の展開＞
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導入


　　　　家族のイメージを想像する。


家族と聞いてイメージする色はどんな色か。�
�
オレンジ（あたたかい）


みどり（心が落ち着く）





展開①　資料を読んで話し合う。


顔にやけどがある母に対して，他人のようなそぶりをしていたわたしは，どんな気持ちだったでしょう。�
�
もっときれいだったらな。


こんなお母さん嫌だな。





展開②　考えを深める。


母の顔のやけどの真実を知り，母のひざの上で泣きじゃくるわたしは，この時どんな気持ちだったでしょう。�
�
傷の真実を聞いて，ショックだった。


今までひどいことを言ってしまってごめんなさい。


火事から助けてくれたり，わたしが気にしないように気を遣ってくれたり，ありがとう。恥ずかしい


これからは，堂々と「お母さん」と言えるよ。





展開③　家族への感謝の気持ちを見つめさせる。


自分と家族の間でほっと心が安らいだ思い出を発表しよう。�
�
けんかして怒らせたのに，次の日ちゃんと朝ごはんを作ってくれていた。





終末　　本時の感想を書く　





＜授業の様子＞





資料の扱いで工夫した点


導入場面では，イメージしやすく，全員が参加できるような発問をして，本時のテーマを知らせた。


思春期では家族に対する感情も複雑で，またそれを素直に表に出すことも難しい生徒もいる。そういった生徒の感情も，授業の中では肯定的な態度で受け入れるようにした。





展開における反省点


主発問である展開②で多く意見を出させたいと思い，展開①ではそれほど時間を割かない予定であった。しかし，思ったよりも生徒からの意見が多く出たので，予定していたよりも時間を多くとった。また，主人公に共感する意見も出た。


展開③では，なかなか発言できず，道徳の時間で自分自身の体験を語らせるのは難しいと感じた。しかし，感想用紙には自分の家族への思いが書かれており，展開③でも紙に書かせる活動でもよかったかもしれないと思った。また，展開③の発問をなくし，授業の感想を言わせることで，自分たちの実体験に振りかえさせてもよかったと思った。





学級の様子と生徒の成長


家庭学習ノートの日記に，家族への思いや感謝の言葉が見られた。また，職場体験活動の後，働くことの大変さに気づき，それが家族への感謝の言葉につながっていった。





＜授業者の反省＞





全校道徳の時間において全校同じ資料を使用








